
全国健康保険協会における
がん検診受診率の現状と問題点

平成26年度の健診実績
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全加入者数

36,392,457人

40歳以上

16,866,597人

被保険者

12,634,937人

生活習慣病予防健診

5,904,639人

事業者健診結果データ
661,731人

未受診者（受診未確認者）

6,065,567人

被扶養者

4,231,660人

特定健康診査

815,221人

未受診者（受診未確認者）

3,416,439人

40歳未満

19,176,963人

健診種別 受診者数 実施率

被保険者

生活習慣病予防

健診※1

40歳以上 5,904,639人 46.7％
※2

（35歳～39歳） （1,159,813人） （46.5％）
※3

事業者健診結果データ※4 661,731人 5.2％

被扶養者 特定健康診査 815,221人 19.3％

平成27年3月末現在

※1 生活習慣病予防健診対象者は35歳～74歳の被保険者
※2 生活習慣病予防健診対象者40歳～74歳の実施率
※3 生活習慣病予防健診対象者35歳～74歳の実施率
※4 事業者健診結果データは、事業所において労働安全衛生法に基づく定期健康診断を受診された方

であって、協会けんぽにそのデータを提供していただいた方の人数

TMHOQ
スタンプ



全国健康保険協会の加入者が受診する健診

生活習慣病予防健診

・根拠法は、健康保険法150条
・全国健康保険協会が被保険者を対象に実施
する健康診断
・がん検診項目は以下のとおり
便潜血反応検査、胸部レントゲン検査、

胃部レントゲン検査
※1
、子宮頸がん検査

※2
、乳

がん検査
※3
、腹部超音波検査（付加健診）

※1 本人の希望により胃部レントゲン検査に代えて胃内視鏡検査の実施が可能
※2 問診、膣脂膏顕微鏡検査（スメア方式（自己採取不可））
※3 問診、視診、触診、乳房エックス線検査 （内外斜位方向撮影。40歳以上50歳
未満の対象者については、頭尾方向撮影も併せて行う。）

労働安全衛生法に基づく定期健康診断
（事業者健診）

・根拠法は、労働安全衛生法第66条
・労働安全衛生規則第44条に規定された
がん検診項目は以下のとおり
胸部レントゲン検査及び喀痰検査

・根拠法は高齢者の医療確保に関する法
律第20条
・がん検診項目はない

特定健康診査

市区町村において実施されるがん検診

・根拠法は健康増進法第19条の2
・各自治体において実施されているがん検診
・基本的ながん検診は以下のとおり

胃がん健診、肺がん検診、大腸がん検診、
子宮頸がん検診、乳がん検診

○協会けんぽが実施している健診

○協会けんぽ提供以外の健診

○協会けんぽが実施している健診

○協会けんぽ提供以外の健診

■被保険者の健診 ■被扶養者の健診

事業者健診から生活習慣病予防健診への切替を
促し、がん検診の受診を促進

特定健康診査と市区町村のがん検診との
同時受診を促進
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協会けんぽの生活習慣病予防健診（被保険者）

健診項目 受診対象年齢 自己負担額

○診察等 ○身体計測 ○血圧測定 ○尿検査 ○血液検査 ○心電図検査

○便潜血反応検査 ○胸部レントゲン検査 ○胃部レントゲン検査
35歳～74歳 最高 7,038円

最高 18,522円

自己負担額
最高7,038円

協会けんぽからの補助
11,484円

※健診費用の約6割を
協会けんぽが補助

■平成28年度生活習慣病予防健診（一般健診）の費用

健診項目 受診対象年齢 自己負担額

○尿沈渣顕微鏡検査 ○血液学的検査（血小板数、末梢血液像）

○生化学的検査（総蛋白、アルブミン、総ビリルビン、アミラーゼ、LDH）

○眼底検査 ○肺機能検査 ○腹部超音波検査

一般健診を受診する
①40歳の方
②50歳の方

最高 4,714円

■一般健診

■付加健診

■その他の健診

健診項目 受診対象年齢 自己負担額

○乳がん検診（問診、視触診、乳房エックス線検査）
一般健診を受診する

40歳から74歳の偶数年齢の女性
50歳以上 最高1,066円

40歳から48歳 最高1,655円

○子宮頸がん検診（問診、細胞診）
一般健診を受診する36歳から74歳の偶数年齢
の女性※36歳、38歳は子宮頸がん単独受診可

最高 875円

○肝炎ウイルス検査（HCV抗体検査、HBs抗原検査） 一般健診と同時受診 最高 612円
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特定健康診査（被扶養者）

健診項目 受診対象年齢 自己負担額

○診察等 ○身体計測 ○血圧測定 ○尿検査 ○血液検査 40歳～74歳
1,480円

（健診費用が8,000円の健
診機関で受診した場合）

総額 8,000円

自己負担額
1,480円

協会けんぽからの補助
6,520円

■特定健康診査の費用（※健診費用が8,000円の健診機関で受診した場合）

■一般健診

健診項目 受診対象年齢 備考

○心電図検査 ○眼底検査 ○貧血検査 40歳～74歳

・最高 3,400円を協会けんぽが
補助する。

・健診機関によっては別途費用
がかかる場合がある。

■詳細な健診
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※健診費用の総額が8,000円の健診機関で受診した場合で算出。
※健診費用の総額は、健診機関ごとに異なる。

※協会けんぽからの
補助額は最高6,520円

各健診の実施率
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生活習慣病予防健診実施率（被保険者）
データ：平成22年度協会けんぽ加入事業所の全国の値

22年度 23年度 24年度 25年度 26年度

生活習慣病予防健診 40.9% 42.7% 44.3% 45.7% 46.7%

事業者健診 1.2% 2.2% 3.7% 4.4% 5.2%

特定健診 13.1% 13.8% 14.9% 17.7% 19.3%

全体実施率 34.3% 36.6% 39.4% 41.8% 43.8%

40.9% 42.7% 44.3% 45.7% 46.7%

1.2% 2.2% 3.7% 4.4% 5.2%

13.1% 13.8% 14.9%
17.7% 19.3%

34.3%
36.6%

39.4%
41.8% 43.8%
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■事業所規模別実施率

■各健診の実施率推移
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※生活習慣病予防健診は40歳から74歳の実施率

被保険者

被扶養者



自治体の集団健診やがん検診との同時実施は、26年度は1,077自治体（25年度は1,042自治体）で協会の被扶
養者も受診が可能となった。また、同時実施が困難な地域には、協会が主催する集団健診を行い、地域を網羅し
て健診が実施できるよう努めている。
26年度は同時実施が困難な自治体を中心に協会主催の集団健診を445自治体で実施（25年度は250自治体）し、
111,595人の方が受診（前年度68.1％増）された。

①

全市区町村

1,741市区町村

②

上記①のうち

集団健診を実施している

1,487市区町村（+13）

上記①のうち

集団健診を実施していない
225市区町村（△18）

上記②のうち協会の 上記②のうち協会の

被扶養者も受診可能な
1,077市区町村（+25）

被扶養者は受診できない
410市区町村（△22） 協会主催の

集団健診を実施
101市区町村（+41）

協会主催の 協会主催の

集団健診を実施
202市区町村（+111）

集団健診を実施
142市区町村（+43）

被扶養者 26年度実施件数
がん検診との同時実施 協会主催集団健診

集団健診割合
割合 割合

特定健康診査 815,221人 154,665人 19.0%
(前年度 18.6％）

111,595人 13.7%
(前年度 9.0％)

32.7％
(前年度 27.6％）

集団健診の状況（がん検診との同時実施及び協会主催集団健診）

（ ）内は前年度比

平成26年度 特定健診とがん検診の同時実施（被扶養者）
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がん検診の受診率（被保険者）
■各がん検診の受診率
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22年度 23年度 24年度 25年度 26年度

付加健診

対象者数（人） 855,868 893,296 922,389 951,823 996,277

受診者数（人） 155,752 168,200 181,161 195,933 208,851

受診率 18.2％ 18.8％ 19.6％ 20.6％ 21.0％

胃がん検診

対象者数（人） 13,922,110 14,064,608 14,310,841 14,462,005 14,922,746

受診者数（人） 3,920,431 4,745,778 4,943,743 5,224,514 5,476,560

受診率 28.2％ 33.7％ 34.5％ 36.1％ 36.7％

肺がん検診

対象者数（人） 13,922,110 14,064,608 14,310,841 14,462,005 14,922,746

受診者数（人） 5,550,546 5,862,936 6,219,490 6,617,311 7,023,116

受診率 39.9％ 41.7％ 43.6％ 45.8％ 47.1％

大腸がん検診

対象者数（人） 13,922,110 14,064,608 14,310,841 14,462,005 14,922,746

受診者数（人） 5,088,134 5,369,912 5,699,033 6,069,069 6,438,690

受診率 36.5％ 38.2％ 39.8％ 42.0％ 43.1％

乳がん検診

対象者数（人） 2,077,240 2,128,740 2,191,854 2,272,263 2,309,853

受診者数（人） 377,007 400,385 415,945 444,273 459,519

受診率 18.1％ 18.8％ 19.0％ 19.6％ 19.9％

子宮頸がん検診

対象者数（人） 3,719,510 3,758,783 3,814,815 3,949,257 3,999,643

受診者数（人） 562,948 588,865 601,836 632,307 641,416

受診率 15.1％ 15.7％ 15.8％ 16.0％ 16.0％

※付加健診の対象者数は、各年度の健診申込者抽出時の40歳、50歳の者の人数
※胃がん、肺がん、大腸がん検診の対象者数は、各年度の9月末時点の35歳から74歳の者の人数
※乳がん検診の対象者数は、各年度の9月末時点の40歳から74歳の偶数年齢の女性の人数
※子宮頸がん検診の対象者数は、各年度の9月末時点の20歳から74歳の偶数年齢の女性の人数



がん検診の実施率（被保険者）

■各健診の実施率（26年度）

A支部 B支部 C支部 D支部 E支部

胃がん検診 53.6％ 53.0％ 29.1％ 28.2％ 30.4％

肺がん検診 62.9％ 58.3％ 37.4％ 46.9％ 39.6％

大腸がん検診 59.8％ 56.5％ 33.9％ 41.0％ 36.7％

乳がん検診 37.2％ 27.1％ 14.4％ 13.0％ 11.2％

子宮頸がん検診 29.1％ 21.0％ 10.5％ 9.7％ 9.6％
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※胃がん、肺がん、大腸がん検診の対象者数は26年度の9月末時点の35歳から74歳の者の人数

※乳がん検診の対象者は26年度の9月末時点の40歳から74歳の偶数年齢の女性の人数

※子宮頚がん検診の対象者数は26年度の9月末時点の20歳から74歳の偶数年齢の女性人数

協会けんぽにおけるがん検診に係る問題点等

【被保険者】

1.生活習慣病予防健診の受診者しか把握できない
2.事業者健診結果データは特定健康診査の健診項目のみ
3.業務上の都合で胃部レントゲン検査の実施が困難との意見は継続的にある
4.事業者健診受診者のがん検診の結果を取得するには、本人から直接健診結果を
もらうか、本人の同意（書）を得て、健診機関から提供を受ける必要がある

【被扶養者】

1.がん検診は項目に入っていない
2.地域において実施されているがん検診の受診を促進している
3.（がん検診の実施主体ではないので）受診率を把握していない
4.がん検診の結果を取得するには、本人から直接健診結果をもらうか、本人からの
同意（書）を得て、健診機関から提供を受ける必要がある

【共通】

保険者にがん検診の実施義務はない



支部 新生物
内分泌、栄養
及び代謝

循環器 呼吸器 消化器
筋骨格、結合
組織

腎尿路生殖
器

妊娠、分娩、
産じょく、周産

期
その他

01北海道 26.3% 2.0% 17.5% 4.7% 7.3% 8.3% 3.5% 6.9% 23.6%

02青森 25.2% 2.8% 16.6% 4.9% 7.0% 7.4% 3.5% 8.2% 24.4%

03岩手 22.7% 2.5% 15.2% 5.8% 7.7% 5.8% 3.2% 9.3% 27.8%

04宮城 24.7% 2.4% 17.3% 5.2% 8.0% 6.4% 4.0% 8.5% 23.5%

05秋田 25.2% 2.8% 15.3% 5.7% 7.3% 8.4% 3.4% 7.0% 24.9%

06山形 24.4% 1.8% 14.5% 5.8% 7.8% 7.2% 3.5% 8.5% 26.6%

07福島 25.1% 2.2% 15.7% 6.3% 7.4% 7.2% 3.7% 7.9% 24.6%

08茨城 24.3% 2.2% 16.2% 5.5% 7.7% 7.3% 3.5% 8.7% 24.4%

09栃木 23.3% 2.3% 15.7% 5.5% 7.3% 7.7% 3.3% 10.4% 24.6%

10群馬 21.6% 2.2% 18.3% 5.5% 7.2% 7.4% 4.4% 7.8% 25.7%

11埼玉 23.7% 2.1% 17.6% 4.9% 7.7% 6.8% 3.9% 8.2% 25.2%

12千葉 23.4% 2.3% 18.9% 5.2% 8.0% 7.0% 3.9% 7.5% 23.7%

13東京 24.8% 1.9% 17.6% 5.0% 7.9% 6.4% 3.7% 8.8% 24.0%

14神奈川 24.9% 2.1% 18.7% 5.6% 7.6% 6.4% 3.8% 7.8% 23.1%

15新潟 26.3% 2.3% 14.3% 5.9% 6.6% 8.2% 3.2% 7.5% 25.6%

16富山 24.5% 2.3% 13.8% 4.8% 7.0% 8.1% 3.6% 7.8% 28.1%

17石川 22.7% 3.3% 15.6% 4.2% 7.3% 7.9% 3.7% 6.5% 28.8%

18福井 23.1% 2.1% 14.9% 5.0% 7.4% 8.8% 4.0% 7.5% 27.3%

19山梨 22.0% 2.6% 15.1% 5.9% 6.1% 8.2% 3.4% 10.0% 26.7%

20長野 23.3% 2.6% 16.5% 5.3% 7.0% 7.3% 2.9% 8.5% 26.5%

21岐阜 23.4% 2.8% 17.0% 6.1% 7.5% 6.1% 3.6% 8.4% 25.0%

22静岡 23.1% 1.8% 17.2% 5.4% 7.2% 6.7% 4.0% 9.9% 24.8%

平成24年度都道府県の疾病分類別入院医療費割合（北海道～静岡）
※全国健康保険協会HP 統計情報医療費分析 「平成24年度協会けんぽの医療費の特徴について」より抜粋
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支部 新生物
内分泌、栄養
及び代謝

循環器 呼吸器 消化器
筋骨格、結合
組織

腎尿路生殖器
妊娠、分娩、
産じょく、周産

期
その他

23愛知 23.5% 2.2% 16.2% 6.4% 7.6% 6.4% 3.5% 9.2% 25.1%

24三重 24.0% 2.4% 16.8% 4.7% 7.2% 6.3% 3.8% 8.9% 25.8%

25滋賀 24.1% 2.6% 15.8% 5.6% 7.5% 7.3% 3.7% 8.8% 24.6%

26京都 24.1% 2.3% 16.6% 5.3% 7.4% 7.4% 3.8% 8.1% 25.0%

27大阪 23.9% 2.4% 16.9% 6.0% 7.7% 6.5% 3.8% 8.0% 24.8%

28兵庫 23.6% 2.6% 16.5% 5.4% 7.6% 6.7% 3.5% 8.2% 25.9%

29奈良 23.7% 2.0% 18.1% 5.6% 7.6% 7.0% 3.7% 7.6% 24.5%

30和歌山 25.5% 2.4% 16.9% 5.1% 7.2% 7.6% 4.2% 6.7% 24.3%

31鳥取 26.2% 2.4% 14.9% 6.1% 6.5% 5.7% 3.4% 7.3% 27.5%

32島根 24.5% 3.8% 13.1% 5.6% 6.3% 6.5% 3.4% 9.1% 27.7%

33岡山 23.5% 2.6% 16.6% 5.5% 7.4% 6.4% 3.9% 8.3% 25.7%

34広島 25.0% 1.9% 15.8% 5.2% 7.1% 6.3% 3.6% 8.5% 26.5%

35山口 24.0% 2.4% 15.5% 6.0% 7.0% 7.0% 3.8% 8.0% 26.3%

36徳島 22.7% 2.4% 16.5% 5.7% 6.6% 7.2% 4.3% 7.3% 27.3%

37香川 22.7% 2.2% 15.0% 6.1% 7.1% 7.1% 4.2% 7.1% 28.5%

38愛媛 22.1% 2.5% 14.4% 6.2% 7.3% 6.9% 4.1% 8.9% 27.6%

39高知 22.6% 2.0% 16.0% 5.2% 6.6% 7.7% 4.1% 8.5% 27.2%

40福岡 23.0% 2.6% 15.8% 5.3% 7.2% 7.3% 3.4% 8.1% 27.3%

41佐賀 21.1% 2.3% 12.9% 5.3% 7.0% 8.1% 4.1% 7.5% 31.6%

42長崎 23.4% 2.5% 14.8% 5.1% 7.6% 8.3% 3.9% 6.3% 28.2%

43熊本 21.8% 2.4% 13.8% 5.2% 7.7% 7.5% 3.7% 9.0% 28.8%

44大分 21.4% 2.6% 16.5% 5.3% 9.4% 8.5% 4.0% 5.9% 26.4%

45宮崎 23.3% 2.2% 16.0% 4.4% 7.0% 7.6% 3.5% 11.2% 24.8%

46鹿児島 23.7% 2.2% 15.9% 5.0% 7.7% 7.7% 3.8% 10.1% 24.0%

47沖縄 16.7% 2.3% 16.1% 7.2% 7.4% 5.6% 4.6% 12.9% 27.4%

平成24年度都道府県の疾病分類別入院医療費割合（愛知～沖縄）
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新生物
23.6%

循環器系の疾患
16.8%

損傷、中毒

及びその他の

外因の影響
7.3%消化器系の疾患

7.3%

筋骨格系及び

結合組織の疾患
7.2%

呼吸器系の疾患
5.2%

神経系の疾患
4.5%

精神及

び行動

の障害
4.4%

腎尿路生殖器

系の疾患
3.7%

周産期に発生

した病態
3.6%

先天奇形、変形及

び染色体異常
2.6%

内分泌、栄養

及び代謝疾患
2.2%

その他の疾患
6.8%

入院医療費の内訳

※全国健康保険協会HP 統計情報医療費分析
「平成26年度都道府県医療費の状況」より抜粋
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入院医療費の内訳
（平成26年4月～平成27年3月）

22年度 23年度 24年度 25年度 26年度
新生物 24.4% 23.6% 23.9% 23.7% 23.6%

24.4%

23.6%
23.9%

23.7% 23.6%

22.0%

22.5%

23.0%

23.5%

24.0%

24.5%

25.0%

※全国健康保険協会HP 統計情報医療費分析
「都道府県医療費の状況」より抜粋し加工

入院医療費における新生物の割合の推移


